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さ
し
さ
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活
力
あ
ふ
れ
る
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オ
リ
テ
ィ
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・
ラ
イ
フ
　
い
い
た
て
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（＋6人）

（前月比）

（＋6人）

（＋36戸）
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／
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丹
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五
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〇
番
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一

�
〇
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四
四
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四
二
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一
六
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三

印
刷
　
㈲
ラ
イ
ト
印
刷
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は再生紙を使って作られています

http://www.vill.iitate.fukushima.jp

18
（国勢調査に基づき増減された現住人口）

�

今
月
号
の
『
ひ
と
の
う
ご
き
』

コ
ー
ナ
ー
を
ご
覧
に
な
っ
て

「
え
っ
？
」
と
思
っ
た
方
が
多

い
と
思
い
ま
す
。
前
月
と
比
べ

て
世
帯
数
が
36
戸
も
増
え
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
４
月
に
特

養
「
い
い
た
て
ホ
ー
ム
」
の
増

築
部
分
（
40
床
）
が
完
成
し
、

入
所
者
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。
▽
村
で
初
め
て
１

０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
た
�
池

ス
ヱ
さ
ん
、
本
当
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
取
材
で
の
私

の
質
問
に
も
笑
顔
で
は
っ
き
り

答
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
お
元
気

で
。

一 品 わが家の わが家の わが家のわが家の わが家の 
スローライフ 

スローフード のススメ 

▽
い
い
た
て
福
祉
会
に
手

戸
俊
輔
さ
ん
（
神
奈
川
県
相

模
原
市
）
か
ら
金
53
万
円
▽

緑
化
基
金
に
庄
司
建
設
工
業

株
式
会
社
（
庄
司
公
正
取
締

役
社
長
）
か
ら
金
２
０
０
万

円
を
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。（
５
月
25
日
現
在
）

●●
●
●

●●
●
●

▲家族や村長と植樹をする
高池スヱさん（写真中央）
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は
、
毎
日
近
所
を
散
歩
し
て

い
た
そ
う
で
、
今
で
も
自
分

の
足
で
歩
け
ま
す
。
風
邪
も

め
っ
た
に
ひ
か
ず
、
ト
イ
レ

も
自
分
で
済
ま
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ま
た
、
毎
日
昼
寝
を
す
る

の
を
は
じ
め
、
夜
の
睡
眠
時

間
も
十
分
に
と
ら
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。

ス
ヱ
さ
ん
が
印
象
に
残
っ

て
い
る
こ
と
は
、
20
年
以
上

前
に
、
遺
族
年
金
友
の
会
で

沖
縄
へ
行
っ
た
こ
と
。
今
で

も
テ
レ
ビ
で
沖
縄
が
映
る
と

思
い
出
す
そ
う
で
す
。

ス
ヱ
さ
ん
は
「
み
ん
な
に

お
世
話
に
な
っ
て
長
生
き
で

き
あ
り
が
た
い
」
と
し
っ
か

り
し
た
口
調
で
感
謝
の
言
葉

を
話
し
て
い
ま
し
た
。

６
月
４
日
、
自
宅
で
行
わ

れ
た
知
事
賀
寿
贈
呈
で
は
、

相
双
保
健
福
祉
事
務
所
の
板

垣
繁
幸
副
所
長
か
ら
ス
ヱ
さ

ん
本
人
に
、
知
事
賀
寿
と
記

念
品
、
知
事
直
筆
の
色
紙
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
村
長
か
ら
は
記
念

品
が
、
福
島
県
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
か
ら
は
賀
寿
が
、
村

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
か
ら
は

賀
寿
と
記
念
品
が
そ
れ
ぞ
れ

贈
ら
れ
ま
し
た
。

ご
家
族
の
お
話
し
に
よ
る

と
、
ス
ヱ
さ
ん
は
食
べ
物
の

好
き
嫌
い
が
な
く
、
歯
も
丈

夫
で
何
で
も
食
べ
ら
れ
る
と

の
こ
と
。

ま
た
、
昔
か
ら
芋
を
良
く

食
べ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、

な
か
で
も
大
好
き
な
干
し
芋

は
毎
日
食
べ
る
と
か
。
最
近

は
、
玄
孫
と
一
緒
に
お
菓
子

も
食
べ
て
い
る
そ
う
で
す
。

ス
ヱ
さ
ん
は
、
若
い
頃
に

飴
や
雑
貨
を
歩
い
て
売
っ
て

い
た
そ
う
で
す
。
最
近
ま
で

ス
ヱ
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
体

も
丈
夫
で
、
自
分
の
こ
と
は

自
分
で
出
来
ま
す
か
ら
、
あ

ま
り
手
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

最
近
気
を
付
け
て
い
る
こ
と

と
い
え
ば
、
近
所
に
出
掛
け

る
時
で
も
車
で
送
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
転
ん
だ
り
し

た
ら
大
変
で
す
か
ら
。

い
つ
の
間
に
か
１
０
０
歳

を
迎
え
た
と
い
う
感
じ
で
す
。

98
歳
を
迎
え
た
頃
か
ら
、
周

り
の
人
た
ち
に
『
風
邪
を
ひ

か
せ
な
い
よ
う
に
』、『
１
０

０
歳
ま
で
あ
と
何
年
』
な
ど

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

む
し
ろ
家
族
よ
り
も
周
り
の

人
た
ち
の
方
が
気
を
遣
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
元
気
に
過
ご

し
て
、
長
生
き
の
記
録
を
更

新
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。

村
で
は
、
今
回
高
池
ス
ヱ

さ
ん
が
１
０
０
歳
を
迎
え
ら

れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
今

年
11
月
に
も
１
０
０
歳
を
迎

え
ら
れ
る
方
が
１
人
い
る
こ

と
か
ら
、
村
民
へ
の
高
齢
者

福
祉
に
つ
い
て
の
関
心
と
理

解
を
深
め
、
高
齢
者
の
健
康

増
進
に
務
め
る
意
欲
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
に
「
飯
舘
村

１
０
０
歳
お
祝
い
記
念
事

業
」
を
今
年
か
ら
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
詳
し
い
内

容
は
左
の
と
お
り
で
す
。

（対　象）
村内に住所を有し満100歳を迎えた方とその同居する家族。
ただし、村内に居住していない方は除く。

（温泉旅行等への助成）
基本的には１泊２日とし、本人を含め同居家族で50,000円

を上限に助成する。
ただし、対象者が寝たきり等により旅行ができない場合に

は、同額程度のお祝いをする。
※村外出身で特養「いいたてホーム」に入所されている場

合でも、温泉旅行等への助成を行う。
（記念樹の贈呈）

家族等の希望する樹種とし、予算の範囲内において贈呈す
る。

ただし、村内に適宜な植樹を行う場所がない場合は、贈呈
を行わない。

当事業に関するお問合わせは、
保健福祉課福祉係（�42-1620）へ
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（平16年）
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（昭59年）
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（昭49年）
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（昭39年）

1954年
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1944年
（昭19年）

1934年
（昭９年）

1924年
（大13年）
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（大３年）

1904年
（明37年）

年

100歳 90歳 80歳 70歳 60歳 50歳 40歳 30歳 20歳 10歳 0歳
高
池
ス
ヱ

さ
ん

（
世
）
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ア
テ
ネ
大
会
開
催
（
８
月
予
定
）

（
日
）
拉
致
被
害
者
の
家
族
５
人
が
北
朝
鮮
か
ら
帰
国

（
村
）
初
め
て
の
満
１
０
０
歳

（
世
）
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
大
地
震

（
日
）
オ
リ
ッ
ク
ス
の
イ
チ
ロ
ー
が
、
年
間
２
１
０
安
打
の
日
本
新
記
録

（
村
）
役
場
新
庁
舎
で
業
務
ス
タ
ー
ト

（
世
）
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
大
会
開
催

（
日
）
第
２
次
中
曾
根
内
閣
（
改
造
）
成
立

（
村
）
飯
樋
診
療
所
に
御
供
正
孝
先
生
が
着
任

（
世
）
ア
メ
リ
カ
大
統
領
に
フ
ォ
ー
ド
就
任

（
日
）
三
木
内
閣
成
立

（
村
）
草
野
に
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
（
現
在
の
公
民
館
）
が
完
成

（
世
）
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
開
催

（
日
）
巨
人
軍
の
王
貞
治
が
年
間
本
塁
打
55
本
の
日
本
新
記
録

（
村
）
草
野
地
区
に
水
道
を
整
備

（
世
）
ソ
連
で
世
界
初
の
工
業
用
原
子
力
発
電
所
が
稼
動
開
始

（
日
）
吉
田
内
閣
総
辞
職

（
世
）
ア
メ
リ
カ
機
動
部
隊
、
沖
縄
を
空
襲

（
日
）
北
海
道
噴
火
湾
東
岸
で
大
噴
火
、
昭
和
新
山
が
出
現

（
世
）
ソ
連
が
国
際
連
盟
に
加
入

（
日
）
室
戸
台
風
が
関
西
、
四
国
を
襲
う

（
世
）
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
成
立

（
日
）
摂
政
裕
仁
親
王
、
久
邇
宮
良
子
女
王
と
結
婚

（
世
）
第
１
次
世
界
大
戦

（
日
）
第
２
次
大
隈
重
信
内
閣
成
立

（
世
）
日
露
戦
争

（
日
）
新
潮
社
「
新
潮
」
創
刊

飯
舘
村
・
日
本
・
世
界
の
歩
み

（
村
）
…
飯
舘
村
、（
日
）
…
日
本
、（
世
）
…
世
界

▲板垣繁幸相双保健福祉事務所副所長から手渡された知事賀寿

▲窓の外を眺めるのも日課のひとつ
（高池スヱさん）

�池百子さん


